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異なるプロトコルの地震データのリアルタイム同時処理システム

Processing realtime continuous seismic waveforms of multiple protocol types
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海洋研究開発機構地球内部変動研究センターは、アジア・太平洋域において観測ネット
ワークを維持し、グローバル観測ネットワークとの間で広帯域地震波形データ交換を行
い、固体地球物理学のグローバルネットワークセンター構築を目指してきた。これまで
は、異なった地球物理観測網のデータを異なったフォーマット、およびデータ収集システ
ムにより収集し、地震波形データベースを構築してきた。今回、標準的なリアルタイム地
震波形収集システムにより、異なった観測網のデータも統一的に収集し、データベースの
構築及び、解析システムを運用するためのテスト環境を構築することを考えた。受信する
データとしては、地球内部変動研究センターが全国地震観測データ流通ネットワークを通
じて SINET3経由のリアルタイムで winフォーマットにより受信している Hinet高感度地震計
データ等を扱うことを考えた。受信するシステムとしては、ドイツの汎世界的広帯域地震
観測網である GEOFONで、SeedLinkにより送られてくる地震波形データを処理するために開
発された SeisComPを用いた。SeisComPにはWinフォーマットデータを受信するためのプラ
グインが実装されており、受信したデータをmini-SEEDフォーマットにより保存すること
が可能である。SeisComPサーバーは海洋研究開発機構内部の Linuxサーバーで稼働し、外
部からのアクセスは許可されていない。Winフォーマットデータと他のフォーマットデー
タを同時に受信した場合のチャンネル数と処理時間などについては発表の際に述べる。
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